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決
可

過去５年間の決算状況

※端数処理により合計数値等が異なる場合
　があります。

※端数処理により合計数値等が異なる場合
　があります。

9月定例会

2億7,777万円

2億6,606万円

5億3,668万円
その他（各種交付金・地方譲与税等）5.3％

31億2,952万円
町税 31.0％

6億2,602万円
繰入金・繰越金 6.2％

諸収入 2.8％

分担金及び負担金・使用料及び
手数料財産収入・寄付金 2.7％

23億0,590万円
地方交付税 22.9％

13億9,430万円
町債 13.8％

15億4,361万円
国・県支出金 15.3％

歳入総額

歳出総額

100億7,986万円

9,584万円

1,474万円

177万円

1億8,772万円

1億5,821万円
議会費 1.0％

災害復旧費 0.2％

労働費

29億6,896万円
民生費 30.8％

10億6,901万円
土木費 11.1％

8億1,764万円
公債費 8.5％

農林水産業費 1.9％

13億6,469万円
総務費 14.1％

商工費 1.6％

4億5,148万円
消防費 4.7％

5億7,294万円
衛生費 5.9％

2億2,832万円
諸支出金 2.4％

17億2,203万円
教育費 17.8％

96億5,335万円

 
 

平成30年度 一般会計決算認定平成30年度 一般会計決算認定

自
主
財
源
42.7
％

自
主
財
源
42.7
％

依
存
財
源
57.3
％

依
存
財
源
57.3
％

　

審
査
に
付
さ
れ
た
決
算
書
お
よ
び
付
属
書
類
は
、
い
ず
れ
も
関
係
法

令
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
計
数
も
正
確
で
あ
る
。
ま
た
、
決

算
書
の
内
容
、
予
算
の
執
行
状
況
も
適
正
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
。

愛
荘
町
監
査
委
員　
　

山
本　

憲
宏

　
　
　
　

同　
　
　
　
　

河
村　

善
一

　

平
成
30
年
度
決
算
審
査
に
関
し
、
次
の
３
項
目
に
つ
い
て
監
査
委
員

の
意
見
と
す
る
。

１
．
防
災
対
策
に
つ
い
て

　

近
年
大
雪
や
台
風
の
巨
大
化
、
熱
中
症
な
ど
、
自
然
環
境
が
以
前
と

比
べ
が
ら
り
と
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
防
災
も
一
時
的
な
対
応
で
は
な

く
、
継
続
的
な
対
策
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
点
、
昨
年
の

台
風
21
号
に
対
す
る
町
を
あ
げ
て
の
対
策
は
適
切
な
対
応
で
あ
っ
た
。

２
．
継
続
的
な
政
策
に
つ
い
て

　

継
続
的
に
行
わ
れ
て
き
た
施
策
に
お
い
て
急
に
方
向
転
換
す
る
の
で

は
な
く
、
現
施
策
の
検
討
を
行
い
、
時
代
施
策
や
デ
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ

て
い
る
も
の
は
、
町
民
に
認
知
し
て
も
ら
い
廃
止
や
方
向
転
換
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。
そ
の
点
で
検
討
委
員
会
を
設
け
、
今
ま
で

の
施
策
に
つ
い
て
町
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
十
分
検
討
さ
れ
て
い
る
点

は
、
適
正
な
対
応
で
あ
る
と
考
え
る
。

３
．
適
切
な
職
員
の
育
成
指
導
に
つ
い
て

　

メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た
適
切
な
職
員
配
置
は
、
組
織
の
効
率
的
な
運
営

に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
上
席
者
が
職
員
の
状
況
を

チ
ェ
ッ
ク
・
指
摘
し
て
い
く
こ
と
が
健
全
な
組
織
の
運
用
と
い
う
点
か

ら
も
必
要
で
あ
る
。
必
要
効
率
的
な
人
員
配
置
の
も
と
、
上
席
者
に
よ

る
職
員
の
チ
ェ
ッ
ク
・
指
摘
と
と
も
に
、
さ
ら
に
全
職
員
の
「
報
告
」

「
連
絡
」「
相
談
」
の
徹
底
を
求
め
る
。

監
査
委
員
の
審
査
報
告
・
意
見

　平成 30 年度一般会計における決算は、歳入が 100 億 7,986 万円、歳出が 96 億 5,335 万円で、歳
入決算額から歳出決算額を差し引いた歳入歳出差引額（形式収支）は 4億 2,651 万円の黒字となった。
　また、形式収支から翌年度へ繰越すべき財源を差し引いた実質収支は、3億 7,431 万円となった。

（※端数等の関係で、1万円単位の誤差が生じています。）
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